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１. はじめに 

PCT に基づく国際出願の EP 広域段階への移行期限は、優先日から 31 ヶ月です。しかしながら、PCT 第 22 条及

び PCT 第 39 条に基づき、指定官庁／選択官庁としての EPO は、通常、この移行期限が満了するまでは国際出願の

処理手続を行うことを禁止してきました。 

 

一方、出願人は、PCT 第 23 条（2）又は第 40 条（2）に基づき早期処理を請求することが可能です。そこで、EPO 

は、2013 年 2 月 21 日付の Notice*1において、Euro-PCT 出願の早期処理を請求すること、その際の要件、及びその

結果について詳細を開示しています。加えて、上記の Notice には、Euro-PCT 出願の早期処理の請求をする際の注意

事項に焦点を当てた上で、Euro-PCT Guide における関連情報を説明し手続に関する EPO の見解が示されています。 
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*1 LINK: http://www.epo.org/applying/international/guide-for-applicants.html 
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